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「歩くまち・京都」とは

歴史文化資産や自然環境と調和した
歩く魅力があるまち

だれもが歩きたくなるような安全・快適な
交通環境が整ったまち
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交通環境が整ったまち

生活目的が身近な地域で歩いて果たせるまち

来訪者にとっても歩くことによって
その価値をより深く楽しむことができるまち



「歩くまち・京都」憲章の制定

 平成22年１月23日、市民・観光客の皆様、

そして事業者、行政が一体となって

「人が主役の魅力あるまちづくり」を

進めるための事柄を明確にするために

「歩くまち・京都」憲章を制定しました。

 この憲章は、市民委員、大学の専門家や

有識者、事業者、行政が参画する審議会や

検討部会、400人の市民の皆様が集まった

シンポジウム、そして、14, 700人を対象とした

アンケート等を通じて市民の皆様と共に

議論を重ねることにより作成されたものです。
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「歩くまち・京都」憲章（平成22年1月23日制定）
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「歩くまち・京都」総合交通戦略の策定

 憲章の理念を実現するために、3つの柱に基づく
88の実施プロジェクトを掲げた「歩くまち・京都」総合交通戦略
を策定しました。

 戦略では、非自動車分担率を現在の72％から、80％以上に
することを目標達成水準としています。

「歩くまち・京都」憲章

「まちづくり」の
取組

「「ライフスタイル」の
取組

「 の「既存公共交通」の
取組

「歩くまち・京都」の実現

連携

連携 連携

「歩くまち・京都」憲章

目標を実現するための３つの柱
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「歩くまち・京都」推進体制

・戦略に掲げられた施策の推進 ・戦略に掲げられた施策の進捗状況の管理
・戦略のフォローアップ及び充実、見直し

「歩くまち・京都」推進会議

「既存公共交通」の
取組

「まちづくり」の
取組

公共交通ネットワーク 未来の公共交通

連携

「歩くまち・京都」推進本部

3つの推進会議

歩くまち京都推進室内に、
MMを担当する職員３名を配置し、

連携

「ライフスタイル」の
取組

公共交通ネットワーク
推進会議

未来の公共交通
推進会議

「スローライフ京都」
推進会議

MMを担当する職員３名を配置し、

事業の企画立案・推進に従事

連携 連携
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「ライフスタイル」の
取組

職場家庭

学校 観光客



「ライフスタイル」の取組

 対象に応じた交通行動を見直すための21項目にわたる
コミュニュケーション施策を「スローライフ京都」大作戦として展開

プロジェクト

家庭 職場

学校

観光客
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「スローライフ京都」大作戦

 平成21年度から本格的に大規模かつ広域的にMMを推進

プロジェクト

平成21年度 平成22年度 平成23年度

家庭

市民しんぶんを活用した全市民への働きかけ

ラジオを活用した大規模・広域的な働きかけ

シンポジウムの開催

64万世帯

1,961万人

毎年500人

学校

職場

観光客

シンポジウムの開催

「歩くまち・京都」憲章クリアファイルの配布

市職員を対象とした「エコ通勤」の推進

ラジオを活用した大規模・広域的な働きかけ

マイカー観光客への観光マップの配布

観光ガイドブックを活用した働きかけ

環境副読本を活用した授業の実施

毎年500人

7万人

毎年2.3万人

1,961万人

毎年1.5万人

42万部

毎年1.5万人
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市民しんぶんを活用した
大規模コミュニュケーション

 市内全域に約64万世帯に
配布されている「市民しんぶん」へ
の情報掲載

家庭
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 近畿圏を中心に放送エリア人口
1,961万人を有する地元ラジオ局
「KBS京都」と連携
 ３ヶ月間全６５回に渡り、
番組内に「歩くまち・京都タイム」と題した
コーナーを設置し、パーソナリティと
ゲストとの対談形式で、

ラジオを活用した
大規模コミュニュケーション

出典：ＫＢＳ京都ラジオのプログラムガイド

家庭
観光客

ゲストとの対談形式で、
「歩くまち・京都」に関する情報を提供

出典：ＫＢＳ京都ラジオのプログラムガイド
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番組内容

テーマ 概要 ゲスト

クルマの利用は
ほどほどに。

環境、健康、経済、まちづくり等の

様々な観点からクルマのデメリットを伝える
学識経験者

電車やバスは、
得でっせ！

電車・バスの利用促進を目指し、

京都の公共交通のメリットを伝える
学識経験者、行政、交通事業者

あるいて楽しい 「歩くまち・京都」の「合意形成」を図るため、

家庭
観光客

あるいて楽しい
まちづくり 大作戦！

「歩くまち・京都」の「合意形成」を図るため、
目指す京都の姿を語る

学識経験者、推進会議委員

あるくまち京都
プロジェクト推進中！

市民の協力が必要な事業の趣旨説明とともに、

市民への協力を呼びかける
京都市長、学識経験者、行政

クルマで京都が
見えますか？

市内への観光来訪手段の転換を目指し、

マイカー観光のデメリットを伝える
学識経験者

わたし、スローライフ
はじめました

実際に行動を変えたリスナーの声を紹介 学識経験者、推進会議委員
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マイカー観光客への
「公共交通マップ」配布

 市内の観光地周辺の駐車場を利用するドライバーに
公共交通マップ・コミュニュケーションアンケートを配布

観光客

毎年1万5千人の
マイカー観光客
に配布
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観光ガイドブックへの情報掲載

 出発地からクルマ以外での京都観光のメリットを訴求する
ことを目指し、知名度が高い観光情報誌2誌への記事掲載

観光客
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 市民アンケートによりコミュニュケーション効果を検証

「市民しんぶんを覚えている」市民は、
「クルマ利用」が減少（2.8%～3.6%）し、
「徒歩」が増加 （2.6%～3.1%）

 「ラジオを聴いた」市民は、

京都のまちからクルマが減っています

京都市内発の
自由目的自動車
トリップ数の
約2％に相当 「ラジオを聴いた」市民は、

「クルマ利用」が減少（3.9%)

年間約140万トリップの自動車削減、
年間約3,700トンのCO2削減が見込まれました。

約2％に相当
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「歩くまち・京都」を目指して

 基本理念としての「憲章」を策定し、それを軸としかつ
具体的数値目標を定めた「戦略」を策定した上で、
効果的なメディアと連携し、対象に応じた
適切なコミュニケーションツールを開発しながら、
継続的かつ総合的・体系的に大規模なＭＭを展開すること
により、着実な自動車削減効果をもたらしています。

 今後は、ＰＤＣＡサイクルにのっとって、
効果検証と改善を重ねながら展開してまいります。

継続体制

Do

浸透度

Check 効果的な改善

Act

戦略
Plan
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